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門
部
経
済
科
に
入
学
し
た
田

島
和
一
氏
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
、
前
号
に
引
き
続
き
元

漕
艇
部
の
卒
業
生
・
渋
谷
隆

宏
氏
（
昭
33
商
経
）
の
日
記
、

ま
た
校
友
・
安
斎
勇
雄
氏

（
昭
44
商
） 

か
ら
寄
贈
さ
れ

た
明
治
初
期
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
会
計
学
や
簿
記
に
関

す
る
書
籍
類
の
一
覧
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
口
絵
に
は
専
修
大

学
創
立
１
４
５
年
記
念
・
相

馬
永
胤
没
後
１
０
０
年
記
念

ミ
ニ
企
画
展
「
相
馬
永
胤
の

ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
」
の
様

子
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　『
大
学
史
紀
要
』は
希
望
者

に
配
布
す
る
。
送
料
５
１
０

円
分
の
切
手
を
同
封
の
上
、

氏
名
、
送
付
先
を
明
記
し
、

〒
１
０
１
｜
８
４
２
５
　
東

京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
｜
８
専
修
大
学
大
学
史
資

料
室
に
郵
送
。
郵
送
さ
れ
た

切
手
を
使
用
し
て
送
付
す

る
。

旴
大
学
史
資
料
室
℡
03
・
３

２
６
５
・
５
８
７
９

　
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
室
長
に
内
藤
光
博

法
学
部
教
授

写
真

が
就

任
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日

か
ら
２
０
２
７
年
３
月
末
ま

で
。

　
本
学
で
は
、
快
適
に
勉
学

す
る
環
境
を
維
持
す
る
た

め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
発
生
を
未
然
に
防

ぎ
、
発
生
し
た
場
合
に
は
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
。
相
談

の
窓
口
と
し
て
生
田
、
神
田

両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
対
策
室
を

設
け
て
い
る
。

　キャンパス・ハラスメン

トとは、教員と学生との関

係や教職員間における上司と部下の関係など、優越

的関係のある中で、優位にある教員や上司が、学生

や部下など劣位に立つ側の者に対して、教育活動や

職務遂行のための合理的範囲を超えた不適切な言動

（セクハラ・アカハラ・パワハラ）により、勉学・

研究・労働環境を悪化させる行為です。

　大学は、学生や院生にあっては自由な勉学と人格

の陶冶の場であり、教職員にとっては教育・研究お

よび労働の場です。個人の尊厳を損ない、快適に学

修・研究・教育・労働する権利を侵害するキャンパ

ス・ハラスメントは、絶対にあってはならない人権

侵害行為です。

　「専修大学キャンパス・ハラスメント防止規程」

では、キャンパス・ハラスメントを「相手方の人格

の尊厳を傷つけるような言動によって相手方に不快

感若しくは不利益を与え、又は相手方を差別的に取

り扱い、若しくは不利益な取扱いをすることによっ

て相手方の人権を侵害し、学修、教育、労働及び研

究の環境を悪化させる行為」と定義し、快適に学修・

研究・教育・労働する環境を維持するために、キャ

ンパス・ハラスメントの発生を未然に防ぎ、あわせ

て発生した場合に適切な措置を講ずる組織として

「キャンパス・ハラスメント対策室」を置いていま

す。

　もし、皆さんが、先に述べたようなハラスメント

行為を受けた場合には、一人で悩むことなく、キャ

ンパス・ハラスメント対策室にご相談ください。必

ず力になります！

　（キャンパス・ハラスメント対策室員長、

 法学部教授・内藤光博）　

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

キャンパス・ハラスメントは
人権侵害行為、対策室に相談を！ 新

室
長
に
内
藤
教
授

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室

　
韓
国
の
大
学
・
大
学
院
で
日
本
語

と
日
本
文
学
を
学
ん
だ
後
、
島
根
県

の
国
際
交
流
員
と
し
て
来
日
し
ま
し

た
。
同
県
で
の
日
韓
文
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
１
９
９
５
年
）
で
通
訳
を
務

め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と

日
本
文
学
を
学
び
た
い
と
、
文
学
研

究
科
に
留
学
し
ま
し
た
。
所
属
し
た

柘
植
光
彦
ゼ
ミ
は
と
て
も
自
由
な
雰

囲
気
で
、
刺
激
に
満
ち
た
４
年
間
で

し
た
。新

し
い
文
学
を
紹
介

　
私
に
と
っ
て
文
学
は
「
日
常
の
中

に
あ
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
」。
何

ら
か
の
形
で
文
学
に
関
わ
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
翻
訳

は
、
院
生
時
代
に
偶
然
、
バ
イ
ト
感

覚
で
始
め
た
け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
。
帰
国
後
、
大
学
の
講
師
を
し

な
が
ら
、
本
格
的
に
翻
訳
を
始
め
ま

し
た
。

　
ク
オ
ン
と
い
う
神
保
町
の
出
版
社

が
叢
書
「
新
し
い
韓
国
の
文
学
」
を

刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
ハ
ン
・

ガ
ン
さ
ん
の
『
菜
食
主
義
者
』
を
推

薦
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の
こ
と

で
、
日
本
で
は
韓
国
文
学
と
い
え

ば
、
政
治
色
が
強
く
、
重
い
イ
メ
ー

ジ
。
も
っ
と
普
遍
的
な
作
品
も
伝
え

た
い
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

『
菜
食
主
義
者
』
は
人
間
の
中
に
潜

む
暴
力
性
に
あ
ら
が
う
方
法
と
し

て
、
菜
食
を
選
ん
だ
女
性
の
物
語
で

す
。
叢
書
の
第
１
弾
と
し
て
出
版
さ

れ
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
の
作

品
は
次
々
と
翻
訳
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
時
、
日
本
国
内
で
は
８

作
品
が
翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ず
っ
と
作
品
を
読
ん
で
き
た
日

本
の
読
者
が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の

が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

作
品
の
背
景
を
読
む

　
翻
訳
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
微

妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
言
葉
の
選
択
に

悩
ん
で
ば
か
り
で
す
。
言
語
を
置
き

換
え
る
だ
け
な
ら
Ａ
Ｉ
で
も
で
き
ま

す
。
し
か
し
作
品
の
背
景
に
あ
る
文

化
や
社
会
、
歴
史
を
理
解
し
て
い
な

い
と
見
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、
行
間
を
読
む
の
も
必
要
で
す
。

　
17
〜
21
年
、
文
学
部
で
非
常
勤
講

師
を
務
め
、
韓
国
文
学
に
つ
い
て
教

え
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
韓
国
文
学
を
読
む
の
は
初
め
て
。

で
す
の
で
、
韓
国
の
歴
史
や
社
会
と

作
品
を
か
ら
め
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
今
秋
に
は
、
韓
国
文
学
１
０
０

年
の
通
史
を
ま
と
め
て
、
刊
行
す
る

予
定
で
す
。

一
緒
に
世
界
を
歩
く

　
本
離
れ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
厚
み

の
あ
る
紙
の
本
を
読
み
切
っ
た
と
き

の
達
成
感
、
読
書
を
通
し
て
自
分
と

向
き
合
っ
た
時
間
と
い
う
の
は
得
難

い
も
の
で
す
。
人
の
世
は
不
条
理

で
、
世
界
は
あ
ま
り
に
も
暴
力
的
で

も
あ
り
ま
す
。

　
本
を
読
む
か
ら
と
い
っ
て
、
み
ん

な
が
賢
明
で
優
し
い
人
間
に
な
る
と

は
限
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も

読
書
は
、
誰
か
と
一
緒
に
こ
の
世
界

を
歩
ん
で
い
る
と
い
う
実
感
や
、
視

野
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
韓
国
文
学
が
注
目
さ
れ
て
い

る
と
し
た
ら
、
社
会
的
な
弱
者
に
目

を
向
け
、
時
に
は
声
を
上
げ
、
時
に

は
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
な
作
品
が

多
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
の
詩
集
『
引
き

出
し
に
夕
方
を
し
ま
っ
て
お
い
た
』

を
共
訳
し
ま
し
た
。
韓
国
で
は
古
く

か
ら
詩
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
し
、
日

本
で
も
最
近
詩
を
読
む
方
が
増
え
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
短
い
言
葉
を
素
敵
に
か
っ
こ
よ

く
」
表
現
し
た
い
人
が
増
え
て
い
る

の
も
理
由
で
し
ょ
う
か
。

　
分
断
や
嫌
悪
の
言
葉
で
は
な
い
、

自
分
の
支
え
と
な
る
よ
う
な
言
葉

を
、
文
学
作
品
か
ら
見
つ
け
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
韓
国
で
は
、
日
本
以
上
に
文
学
が
持
つ

力
が
重
く
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

語
る
き
む
ふ
な
さ
ん

図
書
館
本
館

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
を
運
営
す
る
Ａ
Ｎ
Ａ

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

㈱
（
東
京
都
大
田
区
、
植
野

素
明
社
長
）
と
教
育
連
携
協

定
を
締
結
。
４
月
25
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
契
約
書
を

交
わ
し
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク

ー
ル
で
は
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
（
Ｃ
Ａ
）
や
グ
ラ

ン
ド
ス
タ
ッ
フ
（
Ｇ
Ｓ
）
な

ど
航
空
業
界
を
目
指
す
学
生

を
対
象
に
講
座
を
開
講
。
現

役
の
Ｃ
Ａ
や
Ｇ
Ｓ
が
講
師
を

務
め
、
実
践
的
な
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
協
定
に
基
づ

き
、
本
学
生
が
受
講
す
る
場

合
、
優
待
受
講
制
度
が
適
用

さ
れ
る
ほ
か
、
今
後
大
学
と

連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

講
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
れ
以
外
に
も
本
学
で
は

航
空
業
界
を
志
望
す
る
学
生

を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
航
空
業
界
志
望
者
対
象

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

講
し
て
お
り
、
元
国
際
線
客

室
乗
務
員
の
職
員
が
ウ
ェ
ブ

で
の
個
別
相
談
に
応
じ
て
い

る
ほ
か
、
今
年
度
は
年
２
回

の
航
空
業
界
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
予
定
。
８
月
に
は
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
短
期
集
中
講
座

を
開
催
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

（
神
田
）
ま
で
。

　
協
定
を
結
ん
だ
閑
念
文
博

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

長
は
「
航
空
業
界
を
希
望
す

る
学
生
に
は
こ
の
機
会
を
利

用
し
て
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
述
べ

た
。

Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
と
教
育
連
携
協
定

Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
と
教
育
連
携
協
定

就
職
だ
よ
り

　〈
全
年
次
生
へ
〉
「
駒
澤
×

昭
和
女
子
×
専
修
３
大
学
合

同
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
実
践
講
座
」
を
６
月
７

日
（
土
）
に
対
面
開
催
し
ま

す
。
現
役
人
事
担
当
者
や
就

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
面
接
官

を
担
当
し
、
他
大
学
生
と
一

緒
に
、
本
番
さ
な
が
ら
の
環

境
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
年
問
わ
ず
参

加
で
き
ま
す
の
で
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
開
催
場
所
は
専
修
大
学

『
専
修
大
学
史
紀
要
』

第
17
号
発
刊

　『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第

17
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
本
学

大
学
史
資
料
室
編
。

　
今
号
は
、
日
髙
義
博
総
長

の
講
演
録
「
総
長
の
職
責
と

研
究
の
終
着
点
」
を
掲
載
。

　
こ
の
ほ
か
、
第
二
次
大
戦

後
の
１
９
４
６
年
４
月
に
専

読書を通して自分と向き合う読書を通して自分と向き合う

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
詳
細
は

「
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
」
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　〈
４
年
次
生
へ
〉
４
年
次

生
を
対
象
と
し
た
求
人
情
報

が
引
き
続
き
多
く
の
企
業
か

ら
届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
、
就
職
支
援
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ
｜

ｎ
ｅ
ｔ
」
の

「
来
校
企
業
情
報
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
就
職
活

動
を
継
続
し
て
い
る
人
は
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
進
路
決
定
者
は

「
進
路
届
」
を
就
職
支
援
シ

ス
テ
ム
「
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
」
も

し
く
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
窓
口
に
て
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。「
ｉ
ｎ
　
Ｃ
ａ

ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
か
ら
「
就
職
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
回
答
に
も
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　昨年、ノーベル文学賞を受賞した韓国の

作家、ハン・ガンさんの作品を、日本で最

初に翻訳したのが、本学大学院文学研究科

で博士後期課程を修めた、きむふなさん

（平16修了）だ。ソウル出身で現在は川崎

市在住。日本と韓国の文学の懸け橋とし

て、翻訳や研究活動を精力的に行ってい

る。きむさんが語る日韓の文学のこと、読

書のこととは――。

翻訳家翻訳家 きむ ふなきむ ふなさんさん
（平16院文博）（平16院文博）

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家 

ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
の
作
品
を
翻
訳

ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
の
『
菜
食
主
義
者
』

公
開
講
座
情
報

「
特
撮
映
画
監
督
尾
上
克
郎
」

公
開
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
メ
イ

キ
ン
グ
映
像
上
映

▽
６
月
６
日（
金
）18
時
15
分

〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０

０
９
２
教
室

「
演
劇
／
舞
台
／
芸
術
」

▽
６
月
８
日（
日
）10
時
半
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
０

６
２
教
室
▽
登
壇

小
川
絵

梨
子
氏
（
新
国
立
劇
場
演
劇

芸
術
監
督
）、
茂
木
令
子
氏

（
同
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

※
い
ず
れ
も
聞
き
手
は
松
田

智
穂
子
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
参
加
無

料
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
。

キャンパス・
ハラスメント対策室

■ 生田キャンパス　４号館１階
■ 神田キャンパス　９号館２階
※対面での相談は予約制です。連絡
先はコラム「ハラスメントのないキ
ャンパスへ」の下部に記しています。


